







A Report of Sagital Splitting Mandibular Ramus Osteotomy Cases 
with Removed Transosseous Wiring after Active Treatment
TOSHIE KOMATSU YUKlO FUJIMORI SHINJIRO KAMIJIMA RYUZO KANOMI





























































































































































































SNA 83．0 83．0 83．0
SNB 88．0 81．5 82．0
ANB 一5．0 十1．5 ＋1．0
U1－FH 132．5 121．5 122．5






































































































SNA 84．5 84．5 84．5
SNB 92．5 83．0 84．5
ANB 一8．0 十1．5 0．0
U1－FH 119．0 113．5 114．5
FMIA 88．0 75．0 77．0
unit二degrees
いる骨縫合ワイヤーの成分は，Ni（10～14％），　Cr
（16～18％），Fe（67　一一　70％）であり，　NiとCrは
アレルゲンとなる可能性が高い8・9）．
　ところで，骨縫合ワイヤーを除去するためには，
観血的処置が必要となり，当病院では静脈内鎮静
下で局所麻酔を施し，除去手術を行なっている．
そして，症例によっては一晩入院加療の必要な場
合がある．また，再手術することにより口腔粘膜
の疲痕収縮を強くする可能性もある．
　骨縫合ワイヤーの除去に関しては，利点欠点が
存在するが，現在，我々は生体内に異物を残さな
いという考えで治療に当っている．
ま　　と　　め
○
　　動的治療終了時
一一・一一一・一一 ﾛ定終了時
図14：症例2の動的治療終了時と保定終了時の側貌頭
　　　部X線規格写真透写図の重ね合わせ
　下顎枝矢状分割骨切り術を併用した骨格性下顎
前突症で，動的治療終了後に骨縫合ワイヤーを除
去した2例を報告した．その後，保定期間を含め
2年以上経過するが，咬合関係は安定した状態を
保っており，profileの改善もほぼ満足のいくもの
であった．
　最近では，生体内に異物を残存させないという
考えの基に，希望する患者には骨縫合ワイヤーを
除去する小手術を行って良好な成績を納めている
が，今後も症例を増やして検討を重ねていく予定
である．
　今回報告した2症例は松本歯科大学口腔外科学
第2講座にて手術が行われたものであり，ここに
心から感謝の意を表します．
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